
№ 指定 作品名称 作者・出⼟・伝来 時代・年代世紀 所蔵者・寄贈者

1 ─ 細形銅剣 伝九州地方出土 弥生時代中期 國學院大學博物館

2 ─ 平形銅剣 愛媛県松山市今市（一万一筋）出土 弥生時代後期 國學院大學博物館

3 ─ 素環頭大刀（韴霊写）
菅原包則
原品：奈良県天理市石上神宮出土

明治時代・明治45年（1912）
原品：後漢・１-３世紀

北澤八幡神社

4 ─ 直刀 関東地方出土 古墳時代後期・６世紀 國學院大學博物館

5 ─ 圭頭大刀（刀装具） 三重県松阪市伊勢寺町出土 古墳時代・６世紀 國學院大學博物館

6 ─ 黒作大刀 ［画像］ 正倉院宝物 奈良時代・８世紀 宮内庁

7 ─ 太刀 安綱 平安時代後期・11～12世紀 刀剣博物館

8 重美 太刀 友成 平安時代後期・11～12世紀 刀剣博物館

9 ─ 太刀 義憲男宗義 鎌倉時代・正治３年（1201） 個人蔵

10 ─ 太刀 宮入法廣 現代・令和６年（2024） 個人蔵

11 ─ たたら製鉄関係資料 日刀保たたら 現代 個人蔵

12 ─ 作刀工程見本 上畠宗泰 現代 個人蔵

13 ─ 『観智院本銘尽』[複製] 書写者不詳、帝国図書館刊 原品：室町時代・応永30年（1423）写、
昭和時代・昭和14年（1939）刊

國學院大學博物館

14 ─ 『目利古来書』 ― 江戸時代前期・ 貞享頃写 個人蔵

15 ─ 『埋忠銘譜摹本』 埋忠 江戸時代後期写 個人蔵

16 ─ 『古今銘尽』　 竹屋理安編
江戸時代・万治４年（1661）
元禄15年（1702）増補改訂

國學院大學博物館

17 ─ 『新刃銘尽』　 神田白龍子編 江戸時代・ 享保６年（1721） 國學院大學博物館

18 ─ 『新刀辨疑』 鎌田魚妙編 江戸時代・ 安永８年（1779） 個人蔵

19 ─ 『装剣奇賞』 稲葉通龍編 江戸時代・ 天明元年（1781） 個人蔵

20 ─ 『宝剣名物帳』（享保名物帳） 大久保忠寛（一翁）旧蔵 江戸時代 個人蔵

21 ─ 溜塗鞘打刀拵（明智拵模造） 網屋旧蔵 昭和時代 國學院大學博物館

22 ─ 栗色時代塗鞘合口短刀拵（家康拵模造） 網屋旧蔵 昭和時代 國學院大學博物館

23 ─ 『日本刀研究の手引』（増補版） 神津伯 昭和時代・昭和18年（1943） 個人蔵

24 ─ 『刀の話』 三矢宮松著、（財）警察協会刊 昭和時代・ 昭和18年（1943） 個人蔵

25 ─
「菊御作と御番鍛冶に就いて」
『東京帝室博物館講演集　第十二冊』

三矢宮松 昭和時代・昭和14年（1939） 個人蔵

26 ─ 杉原祥造押形集 ― 大正時代・20世紀 刀剣博物館

27 ─ 『長曽祢虎徹の研究』内容見本 杉原日本刀学研究所 大正時代・大正14年（1925） 個人蔵

28 ─ 『長曽祢虎徹の研究』 杉原祥造著・内田疎天編 大正時代・大正15年（1926） 個人蔵

29 ─ 押形（長曽祢虎徹） 杉原祥造 大正時代・20世紀 個人蔵

國學院大學博物館

企画展「刀剣学総論—学際研究が紐解く「日本刀史」—」出品目録

令和８年(2026)９月19日(土)～11月15日(日)
[休館：毎週月曜日(祝日は開館)]

■第Ⅰ章　「日本刀史」概説

第１節）古代の刀剣

第２節）日本刀の展開と作刀技術

第２節）杉原祥造と國學院大學

■第Ⅱ章　近代刀剣学序説－「山姥切國廣」発見の頃－

第１節）渋谷界隈の愛刀家たち

第３節）刀剣研究のあゆみ

アンケートに

ご協力ください▷▷



30 ─
「刀剣の話」
『日本趣味十種』國學院大學叢書

杉原祥造 大正時代・大正13年（1924） 個人蔵

31 ─ 「山姥切國廣」『新刀名作集』 杉原祥造、内田疎天・加島勲編/大阪刀剣会 昭和時代・昭和３年（1928） 個人蔵

32
原品
重文

刀　山姥切國廣［画像］ 國廣 安土桃山時代・天正18年（1590） 足利市民文化財団

33 ─ 山姥切國廣・本作長義押形［アクリルパネル］ ― 現代 個人蔵

34 ─ 「山姥切國廣」『寒山押形』 佐藤貫一（寒山） 大塚巧藝社 昭和時代・昭和44年（1969） 國學院大學博物館

35 ─ 刀絵図「山姥切國廣」 井本悠紀 現代 足利市

36 ― 朱銘兼元記 本間光美 大正時代・大正2年（1913） 個人蔵

37 ─ 『日本古刀史』
本間順治（薫山）
日本美術刀剣保存協会

昭和時代・昭和38年（1963） 個人蔵

38 ─ 『相州上工とその作風の大要について』
本間順治（薫山）
日本美術刀剣保存協会

昭和時代・昭和33年（1958） 個人蔵

39 重美 短刀（号蜂須賀正宗） 正宗 鎌倉時代末期・14世紀 刀剣博物館蔵

40 ─ 『乕徹大鑑』
佐藤貫一編
日本美術刀剣保存協会

昭和時代・昭和30年（1955） 個人蔵

41 ─ 『国広大鑑』
佐藤貫一編
日本美術刀剣保存協会

昭和時代・昭和29年（1954） 個人蔵

42 ─ 短刀（名物海老名宗近写し） 康継 江戸時代・17世紀 個人蔵

43 ─ 脇指 備前守氏房
江戸時代前期・
寛永４年（1627）

國學院大學博物館
（菊地幸一旧蔵）

44 ─ 『薫山刀話』 本間順治（薫山） 昭和時代・昭和49年（1974） 個人蔵

45 ─ 『古代刀と鉄の科学』
石井昌國・佐々木稔
雄山閣

現代・平成７年（1995） ―

46 ─ 直刀［画像］ 宮崎県小林市大萩14号地下式横穴墓出土 古墳時代中期・５世紀 宮崎県立西都原考古博物館

47 ─ 鉄剣［画像］ 宮崎県小林市大萩14号地下式横穴墓出土 古墳時代中期・５世紀 宮崎県立西都原考古博物館

48 ─ 直刀 群馬県前橋市総社町出土 古墳時代後期・６世紀 國學院大學博物館

49 ─ 直刀 出土地不詳 古墳時代後期・６世紀 國學院大學博物館

50 市 蕨手刀
東京都武蔵野市吉祥寺東町
武蔵野八幡宮境内出土

奈良時代・８世紀 武蔵野八幡宮蔵

51 ― 毛抜形太刀（宗賀太刀） 長野県塩尻市野辺沢（宗賀）出土 平安時代中期・10世紀 國學院大學博物館

52 ─ 『日本刀の科学的研究』
俵國一
日立評論社

昭和時代・昭和28年（1953） ―

53 ─ 日本刀の見どころを科学する［パネル］ 日鉄テクノロジー㈱ ― ―

参考 ─ 映像展示：「東御の刀鍛冶　宮入法廣」 ― ― ―

20260918

■第Ⅳ章　日本刀の成立をめぐる学際的研究

第２節）新刀の佐藤寒山

第３節）日本刀の見どころを科学する‐鑑賞‐

第１節）直刀に見える刃文の謎‐製作技法‐

第２節）上古刀から日本刀へ‐形制‐

第３節）山姥切國廣の発見

■第Ⅲ章　刀剣研究の深化‐本間薫山・佐藤寒山と石井昌國を中心に‐

第１節）古刀の本間薫山

第３節）上古刀の石井昌國


